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●Ｈ８／３６７２特徴（Ｈ８Ｔｉｎｙシリーズ） 
１６ビット高速Ｈ８／３００Ｈ ＣＰＵ シングルチップＣＩＳＣマイクロコンピュータ 

ＣＰＵ：汎用レジスタ １６ビット×１６本（８，１６，３２レジスタとしても使用可） 

メモリ：５Ｖ単一リード、ライト可能 フラッシュＲＯＭ １６Ｋバイト ，ＲＡＭ ２Ｋバイト内蔵 

 Ａ／Ｄコンバータ：１０ビット分解能×４、サンプル＆ホールド付き 

 Ｉ／Ｏポート：入出力端子 ２６本、入力端子 ４本（アナログ入力端子兼用） 

他、１６ビットタイマ×１、８ビットタイマ×１、ウオッチドッグタイマ×１、シリアルコミュニュケーション

インターフェイス×１、Ｅ１０Ｔ（＊Ｅ８）オンチップデバッキングエミュレータインターフェイス内蔵。 

＊Ｅ８は株式会社ルネサステクノロジのオンチップデバッキングエミュレータです。Ｈ８／３６７２はＥ８でデ

バックできるようになりました。 

 

●ＣＰＵボード構成 
 ＣＰＵ ＨＤ６４Ｆ３６７２ＦＰ鉛フリー品  １６．０００ＭＨｚ 

ＲＯＭ 内蔵フラッシュＲＯＭ １６Ｋバイト   

 ＲＡＭ 内蔵ＲＡＭ ２Ｋバイト  

  ＊本品はアドレス、データバス等は外部に出力されません。   

 [ＲＯＭ，ＲＡＭメモリアドレス表］ 

メモリ種類 メモリマップ 

内蔵フラッシュＲＯＭ ００００Ｈ－３ＦＦＦＨ 

内蔵ＲＡＭ Ｆ７８０Ｈ－ＦＦ７ＦＨ 

 ＲＳ－２３２Ｃポート（レベルインターフェィスＩＣ付き） １ｃｈ 

   ＳＣＩ３使用。シリアルリモートデバッカ使用可能。 

 Ａ／Ｄ  内蔵Ａ／Ｄ用電源にオンボードノイズフィルタ搭載。  

 電源   ５Ｖ ５０ｍＡ以上の電源をお使いください。オンボード電源ノイズフィルタ搭載。 

基板サイズ ５５×４５×１２ｍｍ  

 基板仕上げ 金メッキ 

 ＲｏＨＳ指令準拠 基板、部品、半田付け全ての部品、工程でＲｏＨＳ指令準拠仕様。 

 

●ﾋﾟﾝ配置 
＊ＣＮ２ 電源 

1   ＶＣＣ（＋５Ｖ） 

2   ＧＮＤ 

 基板搭載アングルピンヘッダ  Ｓ ２Ｂ－ＥＨ （ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 対応ソケットハウジング  ＥＨＲ－２ （ＪＳＴ 日本圧着端子）  

 対応ソケットコンタクト  ＳＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６（ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 コンタクトは２個必要です。 

 電源はリプル、ノイズのない５Ｖ ５０ｍＡ以上の電源を使用して下さい。 

 

＊ＣＮ３  ２．５４ｍｍピッチ ２列×８＝１６ピン  ピンヘッダは実装されておりません。  

１ Ｐ５０／＿ＷＫＰ０ ２ Ｐ５１／＿ＷＫＰ１ 

３ Ｐ５２／＿ＷＫＰ２   ４ Ｐ５３／＿ＷＫＰ３ 

５ Ｐ５４／＿ＷＫＰ４  ６ Ｐ５５／＿ＷＫＰ５／＿ＡＤＴＲＧ 

７ Ｐ１０ ８ Ｐ１１ 

９ Ｐ１２ １０ Ｐ５６ 

１１ Ｐ５７  １２ Ｐ７４／ＴＭＲＩＶ 

１３ Ｐ７５／ＴＭＣＩＶ １４ Ｐ７６／ＴＭＯＶ 

１５ ＶＣＣ（＋５Ｖ） １６ ＧＮＤ 

Ｈ８－３６７２ ボードコンピュータ 取扱説明書 初版 ２００５．８．２６ 

      第２版 ２００６．９．２１ ＣＮ４図、表修正 

ＲｏＨＳ指令準拠品 「ＢＣＨ８３６７２」          有限会社ビーリバーエレクトロニクス 
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＊ＣＮ４ ２．５４ｍｍ ピッチ ２列×１０＝２０ピン  ピンヘッダは実装されておりません。 

１ ＰＢ０／ＡＮ０ ２ ＰＢ１／ＡＮ１ 

３ ＰＢ１／ＡＮ２ ４ ＰＢ２／ＡＮ３ 

５ Ｐ１７／＿ＩＲＱ３／ＴＲＧＶ ６ Ｐ１６ 

７ Ｐ１５ ８ Ｐ１４／＿ＩＲＱ０ 

９ Ｐ２０／ＳＣＫ３ １０ Ｐ８４／ＦＴＩＯＤ 

１１ Ｐ８３／ＦＴＩＯＣ １２ Ｐ８２／ＦＴＩＯＢ 

１３ Ｐ８１／ＦＴＩＯＡ １４ Ｐ８０／ＦＴＣＩ 

１５ ＮＭＩ １６ Ｎ．Ｃ 

１７ ＶＣＣ（＋５Ｖ） １８ ＶＣＣ（＋５Ｖ） 

１９ ＧＮＤ ２０ ＧＮＤ 

＊ＣＮ５ ＲＳ－２３２Ｃ  

1   ＴＸＤＳ 

2   ＲＸＤＳ 

3   ＲＭ 

4   ＤＲ 

5   ＮＭＩ 

6   ＧＮＤ 

 基板搭載アングルピンヘッダ  Ｓ ６Ｂ-ＺＲ－３．４ （ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 対応ソケットハウジング  ＺＨＲ－６  （ＪＳＴ 日本圧着端子）  

 対応ソケットコンタクト  ＳＺＨ－００２Ｔ－Ｐ０．５（ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 コンタクトは使用ピン数必要です。 

  

●各部の名称 

 
              電源コネクタ Ｅ８接続用コネクタ 
    ＣＮ２   ＣＮ１ ブートモード設定用ディップスイッチ 

 

           
   

 

  ジャンパースイッチＪＰ１ 通信コネクタ リセットスイッチＳＷ２ 
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●アドレス空間とメモリマップ 
 

Ｈ８／３６７２は００００からＦＦＦＦＨまでのアドレス空間を持ちます。外部にアドレスバス、データバス等出力され

ません。動作モードも例えばＨ８／３０４８のシングルチップモードに相当する動作１つしかありません。 

 ユーザーが使用できるＲＯＭは００００Ｈ～３ＦＦＦＨまでの１６Ｋバイト、ＲＡＭはＦ７８０Ｈ～ＦＦ７ＦＨまでの２

Ｋバイトです。 

 

Ｈ’００００ 

Ｈ’００３３ 

割り込みベクタ 

 

Ｈ’００３４ 

 

 

 

 

 

Ｈ’３ＦＦＦ 

 

内蔵ＲＯＭ 

（１６Ｋバイト） 

Ｈ’４０００ 

 

 

Ｈ’４ＦＦＦ 

Ｅ８制御プログラム 

エリア（４Ｋバイト） 

 

 

 

          未使用 

Ｈ’Ｆ７８０ 

 

Ｈ’ＦＢ７Ｆ 

フラッシュＲＯＭ書き換え用＆

Ｅ８ワークエリア１Ｋバイト 

＊１ 

Ｈ’ＦＢ８０ 

 

 

Ｈ’ＦＦ７Ｆ 

ユーザーエリア １Ｋバイト 

Ｈ’ＦＦ８０ 

 

Ｈ’ＦＦＦＦ 

内部Ｉ／Ｏレジスタ 

 

＊１ Ｅ８オンチップデバッキングエミュレータを使用する場合、ユーザーが使用することはできません。なお、ハードウ

エアマニュアルのバージョンによってＥ１０Ｔとありますが、Ｈ８／３６７２はＥ８でのデバックに統一されましたので、

本文ではＥ８と表示しています。 

 

●「フォース」機能を使用するフラッシュＲＯＭの書き込み（デバック開始～終了まで） 
１．ブートモードＳＷ１をＯＦＦにします。ＪＰ１は４つともショート。ＲＳ－２３２Ｃ ＥケーブルはＣＮ５に接続。 

２．電源を投入し、弊社製Ｈ８／３６７２用フラッシュＲＯＭライタプログラム「フォースライタ」を立ち上げます。赤色

ＬＥＤが点灯することを確認。 

３．「フォースライタ」を動作させ書き込み、動作。デバック中の「書き込み」「リセツト」「動作」は「フォースライタ」

による自動制御です。 

、 

、 

デバック終了で 

４．Ｅ－ケーブルコネクタをはずせば普通に電源投入で動作します。 
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●「フォース」機能を使用しないフラッシュＲＯＭの書き込み（１回の書き込み、動作） 
 

例えばＨＥＷ４に添付してくるＦＤＴによるＲＳ２３２Ｃポートを使用した書き込み方法です。 

 

１．ＪＰ１の１－２、３－４間オープン。ＲＳ－２３２Ｃ ＥケーブルはＣＮ５に接続。 

２．ブートモードＳＷ１をＯＮ。 

３．電源を投入し、赤色ＬＥＤが点灯することを確認。 

４．書き込みソフトウエアを動作させ書き込み。 

５．書き込みが終了したらブートモードＳＷ１をＯＦＦ。 

６．リセットスイッチを押すと、動作開始。ＬＥＤ消灯。 

 

●オンチップデバッキングエミュレータＥ８を使用したフラッシュＲＯＭ書き込み 
ＪＰ１の１－２、３－４、５－６、７－８間 ４つのジャンパーピン全てオープンにしてください。後はＥ８の取扱説明書

に従ってください。 

 

●フラッシュＲＯＭ書き込みプロテクト 
デバックを終了し、これ以上の書き込みを行わない場合、Ｅケーブルをコネクタからはずせば自動的にブートモードには

入りません。フラッシュＲＯＭ書き込み不可になります。 

 

●フラッシュＲＯＭ書き換え回数 
 Ｈ８／３６７２のフラッシュＲＯＭの書き換えは１０００回までと規定されています。１０００回を超えたものはデバッ

クでは使用しても、市場に出さないということで書き換わりの危険を回避できます。 

 
●コネクタ、ソケットのお問い合わせ 
本ボードは基板側にオムロン社 ＸＧ８Ｗシリーズの２．５４ｍｍピッチ２列ピンヘッダが使用できます。ＲｏＨＳ対応

です。 

例：ＣＮ３：ピンヘッダ  

オムロン ＸＧ８Ｗ－１６３１   対応ソケット例 オムロン ＸＧ４Ｍ－１６３０－Ｔ 

ＣＮ４：ピンヘッダ 

  オムロン ＸＧ８Ｗ－２０３１   対応ソケット例 オムロン ＸＧ４Ｍ－２０３０－Ｔ 

オムロン社以外でも２．５４ｍｍピッチ２列のピンヘッダであれば使用可能です。個々のメーカーにつきましてはユーザ

ー様でご検討下さい。 

ＲＳ２３２Ｃ用コネクタは日本圧着端子製造のＺＲシリーズを使用しています。電源コネクタは同社のＥＨシリーズです。 

各コネクタ形状の確認などは下記ホームページで可能です。 

会社名 ホームページ 

オムロン ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｍｒｏｎ．ｃｏ．ｊｐ／ｉｂ－ｉｎｆｏ／ 

日本圧着端子製造 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｓｔ－ｍｆｇ．ｃｏｍ／ 

なお、これらコネクタ、ハーネスアッシーなどの入手、ご注文は下記お問い合わせ欄のサンデン商事でも可能です。 

 

●使用上のご注意 
1) 環境の悪いところ（ノイズ、油、ほこり、塵、５０℃以上の高温、零下）での使用はお止め下さい。 
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●お問い合わせ 
 ＢＣＨ８３６７２ ＣＰＵボード についてのお問い合わせは以下にお願い致します。 

お問い合わせ内容 会社名 電話番号 ＦＡＸ番号 

開発、販売、カスタ

ム対応 

有限会社ビーリバーエレクトロニクス ０４２－９８５－６９８２ ０４２－９８５－６７２０ 

販売代理店、部品 サンデン商事株式会社（担当：譜久山 

ふくやま） 

０３－５８１８－７７５１ ０３－５８１８－６６３０ 

ハードウエアマニ

ュアル、プログラミ

ングマニュアルな

どの入手先 

株式会社 ルネサステクノロジ 営業

本部 営業企画統括部   カスタマサ

ポート部 

 窓口：（株）ルネサス小平セミコン 

０３－５２０１－５１８９ ０３－３２７０－３２７７ 

各会社のホームページ、住所、他 

会社名 ホームページ（メールアドレス） 住所 他 

有限会社ビーリバ

ーエレクトロニク

ス 

 

http://beriver.co.jp/ 

〒３５０－１２１３ 

埼玉県日高市高萩１１４１－

１ 

ハードウエア設計、製造元 

サンデン商事株式

会社    

http://www.sandenshoji.co.jp 

 

 

〒１０１－００２１    

東京都千代田区外神田６－１

２－３ ビックウエストビル

３号館 ４Ｆ 

秋葉原地区代理店、各種部品、

ハーネスアッシーなど販売 

株式会社 ルネサス

テクノロジ カス

タマサポートセン

タ 

http://www.renesas.com/jpn/ 〒１００－０００４    東

京都千代田区大手町２－６－

２（日本ビル） 

ハードウエアマニュアル、プ

ログラミングマニュアル入手

先 

 

 

■Ｈ８－３６７２外形寸法図 

 


